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研究成果の概要（和文）：自閉症児の「初期社会性の発達アセスメント（Assessment of Early
Social development：AES）」と、支援・教育のための「初期社会性発達支援課題（Tasks of Early
Social development：TES）」を開発し、図書として刊行した。幼児期・児童期の自閉症児を対
象に、初期社会性の発達アセスメントに基づいて社会性の指導課題を選択し、家庭や教室など
子どもが生活する場で支援を行い、社会性の発達支援の可能性が示された。
研究成果の概要（英文）： Assessment of Early Social development(AES）and Tasks of Early
Social development(TES ） for children with autism were developed. The social
development of kindergarten and elementary school children with autism were assessed by
AES and they were treated by TES which were based on their home activities and
classroom curriculums. The teachability of socialization were showed.
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１．研究開始当初の背景
自閉症児の社会的認知障害が明らかとな
り、また発達研究によって初期社会性の発達
過程が理論的に明らかにされてきたため、こ
れらのデーターと理論を背景にした、初期の
社会性発達についての科学的なアセスメン
トと支援方法の開発の基盤ができてきた状
況である。しかし、わが国では、自閉症児の
初期社会性について包括的・体系的にアセス
メントする方法や発達支援プログラムはま
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だなく、その開発が急がれている。
２．研究の目的
社会性の発達が 0 歳～2・3 歳前後までの自
閉症児を対象にした「自閉症児のための初期
社会性発達支援プログラム・パッケージ
（ Early Social Program for Autism ：
ESPA)を開発する。
３．研究の方法
評価部門である「初期社会性の発達アセス
メント（Assessment of Early Social
development：AES）」を開発し、支援・教
育部門である「初期社会性発達支援課題
（Tasks of Early Social development：
TES）」を構成し、幼児期・児童期の自閉症
児に対し、初期社会性の発達アセスメントに
基づいて社会性の指導課題を選択し、家庭や
教室など子どもが生活する場で支援する。
４．研究成果
＜研究Ⅰ－１＞「初期社会性の発達アセスメ
ント（AES）」質問紙の作成
(a) 「初期社会性の発達アセスメント
（AES）」の作成：Tomasello ら(2005)の「共同
行為の発達段階理論」Ⅰ、Ⅱ、Ⅲレベルにつ
いて、以下の 4 領域 35 項目によって作成し
た。①模倣・役割交代②共同注意③情動共有
④コミュニケーション。
(b)アセスメントの手続きの設定：(i)各レベ
ル毎に、4領域全ての達成数を数え、「レベル
達成項目数欄」に記入する。(ii)全項目数に
対する達成項目数の比率である「レベルの達
成率」を算出する。(iii)各レベルの小項目
の達成率が 80％以上のレベルを、「現在の発
達レベル」とする。(iv)「発達レベル」の次
のレベルを「発達支援レベル」とする。
＜研究Ⅰ－２＞「初期社会性の発達アセスメ
ント（AES）」の妥当性・信頼性の検討
【目的】生後 6 ヶ月から 24 ヶ月の健常乳幼
児、各月齢 10 名に月に１度、縦断的観察を
行った。(A)質問紙の記入；原則的に家庭訪
問を行い、質問紙の各項目について、養育者
に尋ねチェックした。通過率の分析から、項
目の妥当性を検討した。(B)行動観察；30 分
間の日常生活場面、20 分間の観察者が用意し
た 15 種類の玩具を用いた養育者との遊びを
ビデオに録音し、その後、①模倣・役割交代、
②共同注意、③情動共有、④コミュニケーシ
ョンの計 35 項目について、行動コーディン
グシステムによって分析した。その結果、役
割反転模倣の出現が、1 歳半ばから確認され
た。
＜研究Ⅰ－３＞「初期社会性の発達アセスメ
ント（AES）」の自閉症児への適用
「初期社会性の発達アセスメント（AES）」を
特別支援学校の幼稚部・小学部の 50 名の自
閉症児に適用し、その妥当性を検討するとと
もに、プロフィール特性を分析した結果、模
倣と共同注意、情動共有などの間に有意な相
関が認められた。また、役割の模倣と能動的
共同注意、能動的共同注意と情動共有などの
間にも有意な相関が見られた（吉井・中村 ・
若井・仲野・長崎,2011）。
＜研究Ⅱ－１＞「初期社会性発達支援課題
（TES）」の構成
「初期社会性の発達アセスメント（AES）」の
レベルⅠ、レベルⅡ、レベルⅢに対応する「初
期社会性発達支援課題(TES)」を作成した。
各ステップは 10～15 個の課題からなり、計
44 課題であり、その妥当性を検討した。
＜研究Ⅱ－２＞「初期社会性発達支援課題
（TES）」レベルⅠ、Ⅱの自閉症児への実験的
支援
「初期社会性の発達アセスメント（AES）」に
基づく特別支援学校幼稚部・小学部自閉症児
に「初期社会性発達支援課題（TES）」を適用
した支援を 15 回～20 回行い、その妥当性を
検討した。
①若井・中村・吉井・長崎(2011)では特別支
援学校小学部自閉症児童に身体ゲーム活動
（「忍者教室」スクリプト）の指導過程にお
ける視線・情動を分析した結果、情動共有か
ら視線共有の獲得という過程が認められた。
②吉井・若井・長崎(2011)では、特別支援学
校幼稚部自閉症幼児に、電車あそびゲームに
おける指導者と自閉症幼児との協同活動の
指導過程を分析した結果、初めは指導者が幼
児の動きに合わせることから徐々に幼児が
指導者の動きに合わせることができるよう
になる過程が見いだされた。
③竹内・長崎(2012)では、レベルが特定でき
ない特別支援学校小学部自閉症児童に、AES
と TES を適応してアセスメントと支援を行っ
た結果、AES の達成率が 40%台から 70%近くへ
と増加して、一定の効果が認められた。
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